
LiSA サポーターズ外部研修等参加報告書 

1 研修等名 「第 2 回県高 P 連相模原地区協議会役員会および連絡会」 

2 会場   神奈川県立橋本高等学校 

3 参加者  サポーターズ会長、校長、学校書記 

サポーターズ副会長（連絡会から参加） 

4 日時   令和 5 年 3 月 11 日（土）役員会 13：00～14：30、連絡会 15：00～17：00 

5 内容 

幹事校会長挨拶 

橋本高等学校 PTA 会長（役員会は会長所用により代理で橋本高等学校 PTA 副会長） 

幹事校校長挨拶 

  橋本高等学校校長 

議事 

⑴ 令和 4 年度決算中間報告について 

令和 4 年度予算の執行状況を決算報告および次年度予算案に向けて説明された。 

内容は、以下のとおり。 

【収入の部】 

費目 令和 4 年度 

予算額 

令和 4 年度 

決算額（現在） 

令和 5 年度 

予算案 

予算案摘要 

前年度繰越金 20,818 20,818 93,687  

地区会費 335,000 335,000 325,000 25,000×13 校 

 

高 P 連交付金 320,000   320,000 165,000 100,000/地区 

補助加算額 

5,000×13 校 

150,000 健全育成補助交付金 

150,000 要申請 

雑収入 0 0 0 貯金利子 

合計 511,818 675,818 733,687  

【支出の部】 

費目 令和 4 年度 

予算額 

令和 4 年度 

決算額（現在） 

令和 5 年度 

予算案 

摘要 

会議費 15,000 12,948 15,000 会議茶代 

事務通信費 30,000 7,016 30,000 切手、振込手数料 

地区大会費 310,000 282,167 340,000 要項、会場費 

発表補助 100,000 100,000 100,000 中等、県相 

交通安全大会 100,000 100,000 100,000 相模原弥栄 

活動奨励費 80,000 80,000 80,000 表彰副賞 

予備費 40,818 40,818 68,687  

合計 675,818 582,131 733,687  

以上の説明がされましたが、元資料では発表補助 1,540 円、交通安全大会 880 円の振込

手数料が各活動の項目に入っていましたが、役員会審議においてこれらは事務通信費に

修正することとされ、修正案をもって承認されました。 



⑵ 次年度役員について 

令和５年度相模原地区の役員は輪番により次のとおり 

 会  長  校 ・・・・・上溝高等学校 

 副会長校（総務担当）・・・神奈川総合産業高等学校 

 副会長校（交通安全担当）・相模原弥栄高等学校 

 会 計 監 査 ・・・・・津久井高等学校、麻溝台高等学校 

 地区大会発表校 ・・・・・相模原中等教育学校、相模原高等学校 

  以上の説明があり承認された。 

⑶ 令和５年度事業計画案について 

 相模原地区の事業は以下のとおり（相模原地区協議会分のみ） 

開催日 内容 開催場所 

  4 月 1 日（土） 4 年度会計監査  橋本高等学校 

  5 月 20 日（土） 4 年度理事会  橋本高等学校 

  6 月 24 日（土） 第 1回交通安全対策会議  相模原弥栄高等学校 

  7 月 29 日（土） 第 1回相模原地区連絡会  上溝高等学校 

 10 月 14 日（土） 第 2回交通安全対策会議  相模原弥栄高等学校 

 10 月 21 日（土） 相模原地区協議会大会  相模原南市民ホール 

11 月 17 日（金） 交通安全大会 杜のホール橋本 

1 月 20 日（土） 第 3回交通安全対策会議 相模原弥栄高等学校 

3 月 16 日（土） 第 2回相模原地区連絡会 上溝高等学校 

3 月 30 日（土） 5 年度会計監査 上溝高等学校 

5 月 18 日（土） 5 年度理事会 上溝高等学校 

 

⑷ 相模原地区大会表彰選考会（役員会） 

 ここから監査役の津久井高等学校、相模原弥栄高等学校の会長が参加し、相模原地区

協議会表彰要綱に則り選考を実施。 

 加点方式で選考委員が投じた点数の合計点により決定します。 

選考の結果、選ばれた活動内容は以下のとおりです。 

① PTA 活動部門 

橋本高等学校 PTA 「文化祭の後夜祭における打ち上げ花火の実施」 

生徒会との懇談会からコロナ過で学校活動制限されて来た中で何か思い出に残る

ことをやりたいが自分達だけでは限界がある。大人の力を借りたいとの意見から

後夜祭で花火を打ち上げることが目標となった。 

校庭広さの制約、学校側の反対意見を PTA 側が地域への周知活動、花火師との協

議を繰り返す中で学校側の不安材料を解決し、実現することができた。 

また、カウントダウンを生徒会長にやってもらったことで思い出に残る後夜祭が

できた。 

② 広報誌部門 

  会長賞 相模田名高等学校 PTA 

  優秀賞 橋本高等学校 PTA、相模原総合高等学校 PTA 

③ 生徒活動部門 

  上溝高等学校 「上溝にこにこ子ども食堂のボランティア活動」 



    上溝公民館でのサークル主催の毎月 1 回の活動に高校生ボランティアとして上   

高生徒が調理、配膳、販売に参加し、本年度延べ 64 名の生徒が活動した。本年度

は、お弁当を作っての提供と形が変わったが本活動を通じて人とのつながりの大

切さを実感し、コミュニケーション力が向上した良い機会が得られた。 

     

弥栄高等学校 YAEI アクト部  

SDGs 活動の教育、貧困対策分野における国際貢献活動として途上国教科書の挿

絵を制作し、その国の子どもたちの教育事業に貢献しており、本年度は「天文学」

の本を制作しカンボジア山間部の小学校に配布した。高校生ボランティアアワー

ド 2022 において高い評価をいただいた。この活動を通して国際理解、社会奉仕へ

の理解が深まった。 

 

神奈川総合産業高等学校 化学工学部  

理科化学部門における各研究発表大会において、高い評価をいただいている。

本年度は「コバルト(Ⅱ)錯体の配位子置換による呈色への影響」「ビスマス結晶を

大きくする条件」「魚類の腸内における発光細菌の有無」をテーマに研究成果を発

表し、県教育長賞、優秀賞、奨励賞を受賞した。これらの研究をすることで自然

科学への探究心を育み深めることができた。 

 

相模田名高等学校 吹奏楽部 

地域活動の取り組みとして毎年吹奏楽部が相模福祉村たんぽぽの家クリスマス

会に訪問し演奏活動を行っている。本年度は田名地区の他の施設や自治会からも

演奏依頼があり、地域への貢献活動の成果として高く評価されている。吹奏楽を

通して地域社会との係りを持つことで社会貢献、福祉に対する意識の高揚が育ま

れた。 

 上記の他、推薦された PTA、生徒活動は以下のとおりです。 

PTA 活動部門  上溝南高等学校 PTA「体育祭における熱中症対策」 

 広報誌部門相模原地区 11 校 

生徒活動部門 

 相模原高等学校「マンドリン部 全国大会出場、地域での演奏活動」 

 上溝南高等学校「生徒会 生徒自身の運営による学校行事活性化活動」 

 相模原中等教育学校 

「チームまるちめーた 高校生バイオコン 2022 準優勝 腸内環境の改善と健康」 

   

⑸ 各校との情報交換 

本年度実施または取組まれた事業及び意見について 

   神奈川総合産業 次年度本部役員選出は、指名委員会がアンケート結果に基づいて小

中での経験者に連絡をしたところ今回はすんなり決まりました。体育

祭のペットボトル飲料配布、文化祭の子供向け縁日、お休み処で飲料

配布と記念ペン、オリジナルクリアファイル販売を実施、交通安全セ

ーフティカード配布を行いました。 

  相模原弥栄   会員アンケートによる新役員の募集、文化祭での自転車シュミレー

ター、キッチンカー手配、運営委員と担当教員による昼食会を実施。 



  相原      本部役員の任期は規約上 1 年であるが、役員になると卒業するまで

継続となるため、だまされたとの声があった。 

麻溝台     相模原市 SDGs パートナーへの登録が出来た。 

         成人委員会を廃止し、環境美化委員会を創設し、校内の花植えを行う

組織に変更した。PTA 会費を見直し、現 300 円/月から 250 円/月に変

更した。背景には活動の見直しと従来 1 年生のみ徴収していた部活動

支援の負担金を全学年からの徴収に変更した。 

  上鶴間     文化祭は生徒および保護者のみの参加であったが、活動が出来た。 

  相模原     体育祭のペットボトル飲料配布、文化祭は有志での参加とし県相饅

頭の販売を行った。 

         次年度役員選出について、指名委員 9 名が担当し、個人情報保護の観

点と不在の方は学校が無人の夜に返信されるケースが多いため PTA で

2 か月間携帯電話をレンタルして使用し、本部が断られた方には他の委

員会を勧めている。 

上溝南     コロナ前と同様な活動が出来た。8 月末に体育祭 9 月初めに文化祭と

慌ただしい日程でした。特に体育祭は学校工事の関係で校外会場とな

ったが会場迄ドリンクを運び生徒に対してケアが出来た。 

相模田名    次年度本部役員の欠員 3 名を補充する指名委員会を本日実施。 

本年度は本部活動を縮小で行いました。成人委員会はバスツアーを実

施することが出来ました。 

  相模原中等   Google Form と Zoom を活用して会議と意見の聴収を行い、登校回

数を減らした。2 月中旬には新年度役員が決定した。また、アンケート

の回答率は 50％と低めであった。情報交換は大事であると思う。 

  城山      3 月 2 日卒業式、3 月 16 日の合格者説明会時にアンケート、各委員

会委員は入学式後クラスでくじ引き。新年度から相模原城山高校に校

名変更され、2 学期制の導入があり、本部役員体制を会長 1 名、副会長

3 名にしたい。 

  相模原総合   本年度活動として、6 月体育祭、10 月文化祭、12 月に完校式を行っ

た。卒業式には日テレの取材が来た。 

  橋本      指名委員会アンケートから本部役員選出、アンケートに携帯番号を

任意で書いてもらう。自ら携帯番号を書いた方は大抵役員になってく

れる。本年度活動として、無事に後夜祭の花火が実施でき、生徒会長

にカウントダウンをしてもらった。生徒会長から「大変良い思い出に

なった。自分も PTA 会長をやってみようかな」と言われ、これぞ大人

の背中を見て育つ。を実践出来た。 

 

  以上のとおり報告致します。 

  会長でした。 


